
（別紙４）

～ 2024年　10月　31日

（対象者数） 61 （回答者数） 22

～ 2024年　10月　31日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

～ 年　月　日

（対象数） （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
新しい知識やメニューを仕入れ、その運動メニューについて

スタッフ間で共有・改善していく。

2
それぞれの得意不得意をスタッフ間で共有し、⾧所を生かし

た支援に繋げていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業所間で連携が取れるよう、相談支援事業所との関係性を
築いていき、相談させていただくとともに、地域の連絡会な
どにも参加し、他事業所の皆様と顔を合わせる機会を設けて

いく。

2
保護者様一人一人に合わせた的確なアドバイスができるよ

う、引き続きスタッフの専門的な知識を深めていく。

3

○事業所名 リエゾン両国西口

○保護者評価実施期間 2024年　10月　8日

○保護者評価有効回答数

2024年　10月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2024年　12月　18日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 年　月　日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

外部との連携
他事業所との連携が少ないため、複数事業所通われている方の

情報に乏しいと感じることがある。

保護者様に対するサポート
保護者様とのフィードバックなど、一人一人と密に関わる時間
は確保しているが、お子様についての相談や悩み事を更に引き

出せたら良いのではと感じる事がある。

活動内容の工夫・スペースの確保
参加している皆様に楽しんでいただけるよう、スタッフ全体で
運動内容についてこまめにミーティングを実施し、新しい内容

を取り入れるよう工夫している。

お子様一人一人に合わせた支援
お子様の発達段階に合わせて運動内容を変更したり、お友達と
一緒に安全に取り組めるようスタッフが見守り・補助を行って

いる。

事業所における自己評価総括表公表


